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はじめに

このマニュアルでは、N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアを使用し
て、Sun Java Enterprise System Application Serverアプリケーションとファイルを取
得して配備する方法について説明します。

対象読者
このマニュアルの主な対象読者は、Sun Java Enterprise System Application Serverの
機能を N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアに組み込もうとしているシ
ステム管理者および N1 Grid Service Provisioning System 5.0ソフトウェアのオペレー
タです。これらのユーザーは、次のことに精通している必要があります。

� N1 Grid Service Provisioning System 5.0製品
� UNIX®とWindowsの一般的なコマンドとユーティリティー
� Sun Java Enterprise System Application Server製品の一般的な概念と管理機能

お読みになる前に
まだ N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアの使用に関して知識が十分で
はないユーザーは、次のマニュアルをお読みください。

� 『N1 Grid Service Provisioning System 5.0システム管理者ガイド』
� 『N1 Grid Service Provisioning System 5.0オペレーションとプロビジョニングガ
イド』

� 『N1 Grid Service Provisioning System 5.0リリースノート』
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内容の紹介
第 1章では、このプラグインソリューションの概要を説明します。

第 3章では、このプラグインをインストールして構成する方法について説明します。

第 4章では、このプラグインを通じて、アプリケーションとファイルを取得して配備
する方法、また、このプラグインにより提供される特定のコンポーネントタイプを説
明します。

第三者の関連Webサイト
このマニュアル内で参照している第三者の URLは、追加の関連情報を提供します。

注 –このマニュアル内で引用する第三者のWebサイトの可用性について Sunは責任
を負いません。Sunは、これらのサイトあるいはリソースに関する、あるいはこれら
のサイト、リソースから利用可能であるコンテンツ、広告、製品、あるいは資料に関
して一切の責任を負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれらを経由
して利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに伴って発生
した (あるいは発生したと主張される)実際の (あるいは主張される)損害や損失につい
ても、Sunは一切の責任を負いません。

マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。
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Sunのサービス URL 内容

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー
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machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。
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第 1章

Sun Java Enterprise System
Application Serverプラグインの概要

この章では、N1 Grid Service Provisioning Systemを使用して、Sun Java Enterprise
System Application Serverアプリケーションをプロビジョニングする一般的な方法に
ついて説明します。この章では、次の内容について説明します。

� 11ページの「Sun Java Enterprise System Application Serverプラグインの目的」
� 12ページの「Sun Java Enterprise System Application Serverプラグインに含まれ
るもの」

� 12ページの「Sun Java Enterprise System Application Serverプラグインを使用す
るための要件」

Sun Java Enterprise System Application
Serverプラグインの目的
N1 Grid Service Provisioning Systemソフトウェアは、Sun Java Enterprise System
Application Serverアプリケーションをサポートするための拡張機能を提供します。
Application Serverアプリケーションを参照サーバーから取得して、このアプリケー
ションの正確な構成方法を選択し、スタンドアロン、管理、またはクラスタ化された
Application Server環境に配備できます。

Application Serverを手動でインストールして配備する代わりに、プロビジョニング
システムを使用すると、次のような利点があります。

� ホストセット内のすべてのホストに同時に配備できます。

� すべてのアプリケーションおよび管理サーバーで、システムが行なったすべてのア
クションのログを詳細に記録して報告できます。これらのログは完全な監査履歴で
あり、すべてのホストに行われたすべての変更が記録されます。
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Sun Java Enterprise System Application
Serverプラグインに含まれるもの
Sun Java Enterprise System Application Serverプラグインには、Sun Java Enterprise
System Application Serverアプリケーションを簡単に取得、構成、および配備するた
めの、Sun Java Enterprise System Application Serverに固有のコンポーネントがいく
つか含まれています。

Sun Java Enterprise System Application
Serverプラグインを使用するための要件
Sun Java Enterprise System Application Serverプラグインを配備するホストは、次の
要件に適合する必要があります。

オペレーティングシステム Sun Java Enterprise System Application Serverプラグ
インは、次のオペレーティングシステムで動作しま
す。

� Solaris 8 (SPARC版)
� Solaris 9 (SPARC版)
� Solaris 10 (SPARC版)
� Solaris 9 (x86版)
� Solaris 10 (x86版)
� Redhat Enterprise Linux 2.1 Update 2
� Redhat Enterprise Linux 3.0 Update 1

ディスク容量 Solarisの場合、最小で 250Mバイトの空きディスク容
量が必要です (500Mバイトを推奨)。Redhat
Enterprise Linuxの場合、最小で 220Mバイトの空き
ディスク容量が必要です (300Mバイトを推奨)。

RAM 最小 512Mバイト、推奨 1Gバイト

Java実行環境 J2SE 1.4.2_06または J2SE 5.0
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第 2章

Sun Java Enterprise System
Application Serverプラグインのリ
リースノート

この章では、Sun Java Enterprise System Application Serverプラグインの最新情報と
既知の問題を説明します。

インストールに関する情報
次に、Sun Java Enterprise System Application Serverプラグインをインストールする
ときに発生することが判明している問題を示します。

インストールが失敗したときにログファイルが指
定した場所にないことがある (6256822)
インストールが失敗した場合、次のようなエラーメッセージが表示されます。

Please check the installation log file under /tmp.

ログファイルの実際の場所は、[tempStateFile]変数によって決定されます。デ
フォルトは /tmpです。[tempStateFile]を変更している場合、ログファイルは指
定したディレクトリに格納されます。
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実行時の問題
次に、Sun Java Enterprise System Application Serverプラグインを実行するときに発
生することが判明している問題を示します。

ドメインを削除しても、そのドメインに関連する
管理サーバーまたはクラスタが完全には削除され
ない (6227939)
deleteDomainタスクは、指定されたドメインの管理サーバーとノードエージェント
を完全には削除しません。これは、クラスタとサーバーインスタンスがまだ動作して
いるためです。

ドメインを削除する前に、そのドメインに関連するクラスタ、Domain
Administration Server、およびサーバーインスタンスをすべて停止してください。

1つのドメインに複数のクラスタを作成していると
き、ロードバランサの構成ファイルが正しく更新
されない (6233520)
1つのドメインに複数のクラスタを作成しており、ロードバランサを使用している場
合、ロードバランサの構成ファイル loadbalancer.xmlが適切に更新されません。
ドメインの起動時、次のようなエラーメッセージが表示されます。

Error occured while initializing Loadbalancer config Parser. Please check the config file:

回避方法は、1つのドメインで複数のクラスタを実行しないか、loadbalancer.xml
を一時的な場所に書きだして、関連するセクションをWebサーバーの
loadbalancer.xmlにコピーするかのどちらかです。

2つの Domain Administration Serverを同じホス
トで実行できない (6228738)
ポートの衝突のため、1つのホストでは複数の Domain Administration Serverを実行
できません。
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クラスタを削除するとき、ロードバランサの構成
エントリが削除されない (6233521)
ロードバランサを使用するドメインでクラスタを削除する場合、ロードバランサの構
成ファイル loadbalancer.xmlにあるそのクラスタのエントリは削除されません。

ロードバランサは利用できないノードを自動的に削除します。

クラスタまたはサーバーインスタンスの JDBCリ
ソースまたは JMSリソースを表示すると、ドメイ
ンのすべてのリソースが表示される (6235760)
指定したターゲット (クラスタまたはサーバーインスタンス名)への
listJMSResourcesタスクまたは listJDBCResourcesタスクの出力には、その
クラスタまたはサーバーインスタンスが動作しているドメインのすべてのリソースが
表示されます。

第 2章 • Sun Java Enterprise System Application Serverプラグインのリリースノート 15
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第 3章

Sun Java Enterprise System
Application Serverプラグインのイン
ストールと構成

この章では、Sun Java Enterprise System Application Serverプラグインをインストー
ルして構成する方法について説明します。この章では、次の内容について説明しま
す。

� 17ページの「Sun Java Enterprise System Application Serverプラグインの入手」
� 18ページの「N1 Grid Service Provisioning Systemへの Sun Java Enterprise

System Application Serverプラグインの追加」

Sun Java Enterprise System Application
Serverプラグインの入手
Sun Java Enterprise System Application Serverソリューションは、N1 Grid Service
Provisioning Systemソフトウェアの「プラグイン」として提供されます。プラグイン
は、Java™ Archive (JAR)ファイルにパッケージされています。Sun Java Enterprise
System Application Serverソリューションのプラグインファイルは、N1 Grid Service
Provisioning System Supplement CDまたは Sun Download Centerから入手できま
す。
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N1 Grid Service Provisioning Systemへ
の Sun Java Enterprise System
Application Serverプラグインの追加
N1 Grid Service Provisioning System製品にプラグインを認識させるには、そのプラ
グインをインポートする必要があります。プラグインをインポートするには、次の手
順に従います (詳細は、『N1 Grid Service Provisioning System 5.0システム管理者ガ
イド』の第 5章「プラグインの管理」を参照)。

1. メインウィンドウの「Administrative」セクションで、「Plug-ins」をクリックし
ます。

2. 「Plug-ins」ページの「Action」列で、「Import」をクリックします。

3. com.sun.sjsas81_1.0.jarファイルをダウンロードする場所を決定します。

4. 「Continue to Import」ボタンをクリックします。

インポートが正常に終了すると、プラグインの詳細ページが開いて、そのプラグイン
が提供する中身が表示されます。

プラグインのアーカイブファイルは、コマンド行からもインポートできます。次のコ
マンドを使う

% cr_cli -cmd plg.p.add -path com.sun.sjsas81_1.0.jar -u username -p password
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第 4章

Sun Java Enterprise System
Application Serverプラグインの使用
法

Sun Java Enterprise System Application Serverプラグインは特定のコンポーネントタ
イプをいくつも備えています。Sun Java Enterprise System Application Serverアプリ
ケーションの使用に必要な機能を簡単に使用できます。この章では、次の内容につい
て説明します。

� 19ページの「N1 Grid Service Provisioning System 5.0による Sun Java Enterprise
System Application Server環境のインストールと使用法」

� 21ページの「Sun Java Enterprise System Application Serverドメインインフラス
トラクチャーの作成」

� 56ページの「障害追跡」

N1 Grid Service Provisioning System 5.0
による Sun Java Enterprise System
Application Server環境のインストール
と使用法
Application Serverインスタンスとクラスタを作成して管理するには、まず、「Sun
Java Enterprise System Application Server Common Tasks」ページを使用します。

プラグインの規定
プロビジョニングシステムを使用すると、アプリケーションをプロビジョニングおよ
び管理できます。
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プランとコンポーネントプロシージャー
Sun Java Enterprise System Application Serverプラグインは、タスクを実行するため
のツールとして、プランとコンポーネントプロシージャーの両方を提供します。プラ
ンを使用することによって、使用する機能に直接リンクできます。コンポーネントプ
ロシージャーを使用することによって、実行できるタスクの数が大幅に増えます。

全体的な前提条件
この節では、Sun Java Enterprise System Application Serverプラグインを使用するた
めの要件について説明します。

プロセスの概要
Sun Java Enterprise System Application Server環境をプロビジョニングシステム内で
作成するプロセスは、この環境をプロビジョニングシステムなしで作成するプロセス
に似ています。

1. Application Serverプラグインをインポートします。

2. Application Serverセッション変数を設定します。

3. すべてのホストを準備します。

4. Application Server Domain Administration Serverを作成します。

5. (任意) Application Serverクラスタを作成します。

6. (任意)新たに作成したクラスタにクラスタノードを追加します。

7. 新しいApplication ServerドメインでApplication Serverインスタンスを作成しま
す。

8. (任意)クラスタにサーバーインスタンスを関連付けます。

9. アプリケーションが使用する追加のリソースを作成します。

10. (任意) JMSサーバーを構成します。

11.アプリケーションファイル (EARとWAR)を取得します。

12.ターゲットのインスタンスまたはクラスタにアプリケーションを配備します。
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Sun Java Enterprise System Application
Serverドメインインフラストラクチャー
の作成
この節では、Sun Java Enterprise System Application Serverプラグインが提供する機
能を活用できるように N1 Grid Service Provisioning System 5.0インストールを準備す
る方法について説明します。

� Sun Java Enterprise System Application Serverソ
フトウェアをインストールする

1. 左側のコントロールパネルの「Common Tasks」セクションの下にある Sun Java
Enterprise System Application Serverアイコンを選択します。

2. 「SJSAS 8.1 Install Management: Install or Uninstall」リンクをクリックしま
す。

3. 「default: install」の隣にある「Run」アクションをクリックします。

4. 「Plan Parameters」領域で、配備する Installコンポーネントの変数設定を選
択します。

Installコンポーネントは Sun Java Enterprise System Application Serverを
Remote Agentにインストールします。Installコンポーネントをインストール
したあと、このコンポーネントをもう一度インストールし直す必要はありません。

新しいドメインまたはサーバーインスタンスをインストールするプランを実行する
とき、プロビジョニングシステムは、Installコンポーネントが installPath
ディレクトリに存在するかどうかをチェックします。Installコンポーネントが
すでにインストールされている場合、プロビジョニングシステムは Installコン
ポーネントをインストールし直しません。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設
定を選択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリック
します。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。

� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、Installコンポーネントの変数のうち、更新する可能性が
高い変数を示します。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの
名前。

手順
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installDirectory 必須。Sun Java Enterprise System
Application Serverソフトウェアを
インストールする場所。

sourceImage 必須。Sun Java Enterprise System
Application Serverパッケージイン
ストーラの場所。

通常は、抽出した Sun Java
Enterprise System Application
Serverインストーラが格納されてい
る NFSマウントのディレクトリで
す。たとえば、sourceImageの値
が
/net/mymachine/nfs/sjsappserver8.1
の場合、プラグインをインストール
する前に、次の作業を実行します。

% mkdir /net/mymachine/nfs/sjsappserver8.1
% cd /net/mymachine/nfs/sjsappserver8.1
% unzip .../sjsas_ee-8_1_01_2005Q1-solaris-sparc.bin

installId 必須。インストールされている
Application Serverドメインとクラ
スタに Installコンポーネントを
関連付ける一意の ID。

adminUserId ドメインまたはクラスタの管理者の
ユーザー名。

通常は、セッション変数から取得さ
れます。

adminPassword ドメインまたはクラスタの管理者ロ
グイン用のパスワード。

通常は、セッション変数から取得さ
れます。

httpLoadBalancerPluginType ドメインまたはクラスタでWebサー
バーのロードバランサを使用してい
る場合、ここにWebサーバーのタイ
プを入力します。有効なエントリ
は、「Sun ONE Web Server」また
は「Apache HTTP Server」です。

このWebサーバーはすでにター
ゲットホストにインストールされて
いる必要があります。
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webserverInstallDirectory Webサーバーの場所。ロードバラン
サプラグインをインストールすると
きに使用されます。Sun ONE Web
Serverの場合、インスタンスディレ
クトリを入力します。Apache HTTP
Serverの場合、インストールディレ
クトリを入力します。

webserverConfigDirectory ロードバランサ構成ファイル
loadbalancer.xmlを格納する
ディレクトリ。

この変数を設定するのは、ロードバ
ランサプラグインがすでにWebサー
バーゲートウェイホストにインス
トールされている場合だけです。

adminPasswordEncryptedFlag trueに設定した場合、管理者のパス
ワードは暗号化されます。デフォル
トは falseです。

asadminPort Application Serverドメイン管理
サーバーが待機するポート。デ
フォルトは 4849です。

adminWebPort 配備されたWebアプリケーションが
動作するポート。デフォルトは 8090
です。

instanceHTTPSPort セキュア HTTP (HTTPS)アプリケー
ションが動作するポート。デフォル
トは 1043です。

createSamplesDomain trueの場合、Application Serverサ
ンプルアプリケーションを持つドメ
インがインスタンスにインストール
されます。デフォルトは falseです。

storeAdminAuth trueの場合、管理者のパスワードは
ファイルに書き込まれます。デ
フォルトは falseです。

tempStateFile インストール中に使用される一時
ファイルの場所。

この変数はできるだけ変更しないで
ください。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をク
リックします。
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変数セットのインポートの詳細については、『N1 Grid Service Provisioning
System 5.0オペレーションとプロビジョニングガイド』の「プランを実行す
る」を参照してください。

5. ターゲットホストを選択します。

Application Serverソフトウェアを Remote Agentにインストールします。

6. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

7. インストールする前に詳細なチェック (preflight)を実行する場合は、「Perform
Detailed Preflight」を選択します。

8. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� Sun Java Enterprise System Application Server
Domain Administration Serverを作成する
Domain Administration ServerはApplication Serverドメインを管理します。この
サーバーは、個々のドメインを作成する前に、インストールする必要があります。
Domain Administration Serverをインストールするときには、初期ドメインを作成し
て、そのドメインを制御する管理サーバーを作成します。

Application Serverドメインを作成するには、ユーザーは、当該コンポーネントが
入っているフォルダに「Run Component Procedures」アクセス権を持つユーザーグ
ループに属している必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを配
備するホストセットに「Allow on Host Set」アクセス権を持っている必要がありま
す。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「AppServer
8.1」をクリックします。

2. 「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」ドメインの下で、
「Manage」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「default: install」の隣にある「Run」
アクションをクリックします。

4. 「Plan Parameters」領域で、インストールする Domain Administration Server
の変数設定を選択します。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設
定を選択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリック
します。

始める前に

手順
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「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。

� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、Installコンポーネントの変数のうち、更新する可能性が
高い変数を示します。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

installIdentifier インストールイメージに Domain
Administration Serverを関連付ける一意の
ID。

domainName 作成するドメインの名前。

adminUserId ドメインまたはクラスタの管理者のユー
ザー名。

adminPassword ドメインまたはクラスタの管理者ログイン
用のパスワード。

adminHost Domain Administration Serverをインス
トールするホストの名前。

portRangePrefix HTTPポート範囲の接頭辞。たとえば、100
という値は HTTPポート範囲が 10000から
始まることを意味します。デフォルトの値
は 100です。

httpListenerPort HTTPリスナーポート。
portRangePrefixとともに使用します。
有効な範囲は 1から 65553までです。1か
ら 1024までのポート番号の場合、スーパー
ユーザーのアクセス権が必要になります。
デフォルトは、portRangePrefix + 00で
す。たとえば、portRangePrefixが 100
に設定されている場合、HTTPリスナー
ポートは 10000になります。

httpsListenerPort HTTPSリスナーポート。
portRangePrefixとともに使用します。
有効な範囲は 1から 65553までです。1か
ら 1024までのポート番号の場合、スーパー
ユーザーのアクセス権が必要になります。
デフォルトは、portRangePrefix + 05で
す。たとえば、portRangePrefixが 100
に設定されている場合、HTTPSリスナー
ポートは 10005になります。

instancePort Domain Administration Serverのデフォル
トのポート番号。
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iiopListenerPort Internet Inter-Orb Protrocol (IIOP)リスナー
ポート。portRangePrefixとともに使用
します。有効な範囲は 1から 65553までで
す。1から 1024までのポート番号の場合、
スーパーユーザーのアクセス権が必要にな
ります。デフォルトは、
portRangePrefix + 10です。たとえば、
portRangePrefixが 100に設定されてい
る場合、IIOPリスナーポートは 10010にな
ります。

iiopsslListenerPort SSL対応の Internet Inter-Orb Protrocol
(IIOP)リスナーポート。
portRangePrefixとともに使用します。
有効な範囲は 1から 65553までです。1か
ら 1024までのポート番号の場合、スーパー
ユーザーのアクセス権が必要になります。
デフォルトは、portRangePrefix + 15で
す。たとえば、portRangePrefixが 100
に設定されている場合、セキュア IIOPリス
ナーポートは 10015になります。

iiopsslmutualauthPort 相互認証用の SSL対応の Internet Inter-Orb
Protrocol (IIOP)リスナーポート。
portRangePrefixとともに使用します。
有効な範囲は 1から 65553までです。1か
ら 1024までのポート番号の場合、スーパー
ユーザーのアクセス権が必要になります。
デフォルトは、portRangePrefix + 20で
す。たとえば、portRangePrefixが 100
に設定されている場合、相互認証用セ
キュア IIOPリスナーポートは 10020になり
ます。

jmsConnectorPort Java Messaging Service (JMS)コネクタが待
機するポート。有効な範囲は 1から 65553
までです。1から 1024までのポート番号の
場合、スーパーユーザーのアクセス権が必
要になります。デフォルトは、
portRangePrefix + 25です。たとえば、
portRangePrefixが 100に設定されてい
る場合、JMSコネクタポートは 10025にな
ります。

installDirectory Application Serverをインストールする場
所。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をク
リックします。
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変数セットをインポートする方法についての詳細は、『N1 Grid Service
Provisioning System 5.0 Operation and Provisioning Guide』の「How to
Run a Plan」を参照してください。

5. ターゲットホストを選択します。

Domain Administration Serverとドメインを Remote Agentにインストールしま
す。

6. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

7. インストールする前に詳細なチェック (preflight)を実行する場合は、「Perform
Detailed Preflight」を選択します。

8. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� Sun Java Enterprise System Application Serverイ
ンスタンスを作成する
Application Serverインスタンスは 1つのドメインで複数実行できます。

Application Serverインスタンスを作成する前には、次の作業を行う必要がありま
す。

� サーバーインスタンスを実行するドメインを作成します。

� Domain Administration Serverが動作している必要があります。

� ユーザーは、当該コンポーネントが入っているフォルダに「Run Component
Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに属している必要があります。さ
らに、ユーザーは、当該コンポーネントを配備するホストセットに「Allow on
Host Set」アクセス権を持っている必要があります。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1 Managed Server Instances」
の下で、「Manage」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「default: install」の隣にある「Run」
アクションをクリックします。

4. 「Plan Parameters」領域で、インストールする管理サーバーインスタンスの変数
設定を選択します。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設
定を選択します。

始める前に

手順
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� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリック
します。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。

� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、Installコンポーネントの変数のうち、更新する可能性が
高い変数を示します。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

installIdentifier ドメイン、クラスタ、ノードエージェン
ト、およびApplication Serverインスタン
スを Installコンポーネントに関連付ける一
意の ID。

domainName 当該サーバーインスタンスを格納するドメ
イン名。

targetName サーバーの名前。

portRangePrefix HTTPポート範囲の接頭辞。たとえば、100
という値は HTTPポート範囲が 10000から
始まることを意味します。デフォルトの値
は 100です。

httpListenerPort HTTPリスナーポート。
portRangePrefixとともに使用します。
有効な範囲は 1から 65553までです。1か
ら 1024までのポート番号の場合、スーパー
ユーザーのアクセス権が必要になります。
デフォルトは、portRangePrefix + 00で
す。たとえば、portRangePrefixが 100
に設定されている場合、HTTPリスナー
ポートは 10000になります。

httpsListenerPort HTTPSリスナーポート。
portRangePrefixとともに使用します。
有効な範囲は 1から 65553までです。1か
ら 1024までのポート番号の場合、スーパー
ユーザーのアクセス権が必要になります。
デフォルトは、portRangePrefix + 05で
す。たとえば、portRangePrefixが 100
に設定されている場合、HTTPSリスナー
ポートは 10005になります。

iiopListenerPort Internet Inter-Orb Protrocol (IIOP)リスナー
ポート。portRangePrefixとともに使用
します。有効な範囲は 1から 65553までで
す。1から 1024までのポート番号の場合、
スーパーユーザーのアクセス権が必要にな
ります。デフォルトは、
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portRangePrefix + 10です。たとえば、
portRangePrefixが 100に設定されてい
る場合、IIOPリスナーポートは 10010にな
ります。

iiopsslListenerPort SSL有効 Internet Inter-Orb Protrocol (IIOP)
リスナーポート。portRangePrefixとと
もに使用します。有効な範囲は 1から
65553までです。1から 1024までのポート
番号の場合、スーパーユーザーのアクセス
権が必要になります。デフォルトは、
portRangePrefix + 15です。たとえば、
portRangePrefixが 100に設定されてい
る場合、セキュア IIOPリスナーポートは
10015になります。

iiopsslmutualauthPort 相互認証用の SSL有効 Internet Inter-Orb
Protrocol (IIOP)リスナーポート。
portRangePrefixとともに使用します。
有効な範囲は 1から 65553までです。1か
ら 1024までのポート番号の場合、スーパー
ユーザーのアクセス権が必要になります。
デフォルトは、portRangePrefix + 20で
す。たとえば、portRangePrefixが 100
に設定されている場合、相互認証用セ
キュア IIOPリスナーポートは 10020になり
ます。

jmsConnectorPort Java Messaging Service (JMS)コネクタが待
機するポート。有効な範囲は 1から 65553
までです。1から 1024までのポート番号の
場合、スーパーユーザーのアクセス権が必
要になります。デフォルトは、
portRangePrefix + 25です。たとえば、
portRangePrefixが 100に設定されてい
る場合、JMSコネクタポートは 10025にな
ります。

clusterName 当該サーバーインスタンスが属するクラス
タの名前。クラスタを指定しない場合、
サーバーインスタンスはスタンドアロン
サーバーになります。デフォルトでは、ク
ラスタを指定しません。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をク
リックします。

変数セットをインポートする方法についての詳細は、『N1 Grid Service
Provisioning System 5.0 Operation and Provisioning Guide』の「How to
Run a Plan」を参照してください。
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5. ターゲットホストを選択します。

サーバーインスタンスを Remote Agentにインストールします。

6. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

7. インストールする前に詳細なチェック (preflight)を実行する場合は、「Perform
Detailed Preflight」を選択します。

8. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� Sun Java Enterprise System Application Serverク
ラスタを作成する
クライアントから見ると、クラスタは単一のApplication Serverインスタンスのよう
に見えます。クラスタを構成するサーバーインスタンスは、同じマシン上で動作して
も、異なるマシン上にあってもかまいません。クラスタ内の各クラスタメンバーは、
同じバージョンのApplication Serverを実行する必要があります。

クラスタを使用すると、次のような利点があります。

� サーバーのフェイルオーバー機能によって、アプリケーションの可用性が向上しま
す。

� 複数のサーバー間でアプリケーションをスケーリングすることによって、スルー
プットが向上します。

クラスタを作成する前に、Application Serverドメインと Domain Administration
Serverを作成する必要があります。

クラスタを作成するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入っているフォルダ
に「Run Component Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに属している
必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを配備するホストセット
に「Allow on Host Set」アクセス権を持っている必要があります。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」クラスタの下で、
「Manage」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「default: install」の隣にある「Run」
アクションをクリックします。

4. 「Plan Parameters」領域で、インストールするクラスタの変数設定を選択しま
す。

始める前に

手順
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� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設
定を選択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリック
します。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。

� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、Installコンポーネントの変数のうち、更新する可能性が
高い変数を示します。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

installIdentifier ドメイン、クラスタ、ノードエージェン
ト、およびApplication Serverインスタン
スを Installコンポーネントに関連付ける一
意の ID。

domainName 当該クラスタを格納するドメイン名。

targetName クラスタの名前。

portRangePrefix HTTPポート範囲の接頭辞。たとえば、100
という値は HTTPポート範囲が 10000から
始まることを意味します。デフォルトの値
は 100です。

httpListenerPort HTTPリスナーポート。
portRangePrefixとともに使用します。
有効な範囲は 1から 65553までです。1か
ら 1024までのポート番号の場合、スーパー
ユーザーのアクセス権が必要になります。
デフォルトは、portRangePrefix + 00で
す。たとえば、portRangePrefixが 100
に設定されている場合、HTTPリスナー
ポートは 10000になります。

httpsListenerPort HTTPSリスナーポート。
portRangePrefixとともに使用します。
有効な範囲は 1から 65553までです。1か
ら 1024までのポート番号の場合、スーパー
ユーザーのアクセス権が必要になります。
デフォルトは、portRangePrefix + 05で
す。たとえば、portRangePrefixが 100
に設定されている場合、HTTPSリスナー
ポートは 10005になります。

iiopListenerPort Internet Inter-Orb Protrocol (IIOP)リスナー
ポート。portRangePrefixとともに使用
します。有効な範囲は 1から 65553までで
す。1から 1024までのポート番号の場合、
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スーパーユーザーのアクセス権が必要にな
ります。デフォルトは、
portRangePrefix + 10です。たとえば、
portRangePrefixが 100に設定されてい
る場合、IIOPリスナーポートは 10010にな
ります。

iiopsslListenerPort SSL有効 Internet Inter-Orb Protrocol (IIOP)
リスナーポート。portRangePrefixとと
もに使用します。有効な範囲は 1から
65553までです。1から 1024までのポート
番号の場合、スーパーユーザーのアクセス
権が必要になります。デフォルトは、
portRangePrefix + 15です。たとえば、
portRangePrefixが 100に設定されてい
る場合、セキュア IIOPリスナーポートは
10015になります。

iiopsslmutualauthPort 相互認証用の SSL有効 Internet Inter-Orb
Protrocol (IIOP)リスナーポート。
portRangePrefixとともに使用します。
有効な範囲は 1から 65553までです。1か
ら 1024までのポート番号の場合、スーパー
ユーザーのアクセス権が必要になります。
デフォルトは、portRangePrefix + 20で
す。たとえば、portRangePrefixが 100
に設定されている場合、相互認証用セ
キュア IIOPリスナーポートは 10020になり
ます。

jmsConnectorPort Java Messaging Service (JMS)コネクタが待
機するポート。有効な範囲は 1から 65553
までです。1から 1024までのポート番号の
場合、スーパーユーザーのアクセス権が必
要になります。デフォルトは、
portRangePrefix + 25です。たとえば、
portRangePrefixが 100に設定されてい
る場合、JMSコネクタポートは 10025にな
ります。

httpLoadBalancer trueの場合、このクラスタに配備されたア
プリケーションは負荷均衡されます。デ
フォルトは falseです。

httpsLoadBalancer trueの場合、HTTPS要求に応答するアプリ
ケーションは負荷均衡されます。
httpLoadBalancerが falseの場合、この
変数による影響はありません。デフォルト
は falseです。
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routeCookie trueの場合、ロードバランサはクッキーを
経路指定します。httpLoadBalancerが
falseの場合、この変数による影響はありま
せん。デフォルトは falseです。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をク
リックします。

変数セットをインポートする方法についての詳細は、『N1 Grid Service
Provisioning System 5.0 Operation and Provisioning Guide』の「How to
Run a Plan」を参照してください。

5. ターゲットホストを選択します。

クラスタを Remote Agentにインストールします。

6. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

7. インストールする前に詳細なチェック (preflight)を実行する場合は、「Perform
Detailed Preflight」を選択します。

8. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

Sun Java Enterprise System Application
Serverインスタンスとクラスタの管理
この節では、Sun Java Enterprise System Application Server管理サーバーインスタン
スとクラスタを管理する方法について説明します。

Sun Java Enterprise System Application Serverド
メインと Domain Administration Serverの管理

� Sun Java Enterprise System Application Serverドメインと
Domain Administration Serverを削除する
プロビジョニングシステムを通じてApplication Serverドメインを削除すると、次の
作業が自動的に実行されます。

� Domain Administration Serverをアンインストールします。
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� ドメイン内のすべてのManaged Serversコンポーネントをアンインストールしま
す。

� ドメイン内のすべてのクラスタコンポーネントをアンインストールします。
� アプリケーションコンポーネントとアプリケーションを削除します。

Application Serverドメインを削除するには、ユーザーは、当該コンポーネントが
入っているフォルダに「Run Component Procedures」アクセス権を持つユーザーグ
ループに属している必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを実
行するホストセットに「Allow on Host Set」アクセス権を持っている必要がありま
す。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」ドメインの下で、
「Manage」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「default: uninstall」の隣にあ
る「Run」アクションをクリックします。

4. 「Current Installations」の下で、削除するドメインが動作しているインストール
を選択します。

5. 「Run Plan (Includes Preflight)」をクリックします。

� 完全なドメインを起動する
完全なドメインを起動すると、そのドメインの Domain Administration Server (まだ
起動していない場合)、ドメイン内のすべてのクラスタ、およびドメイン内のすべての
管理サーバーインスタンスが起動します。

Application Serverドメインを起動するには、ユーザーは、当該コンポーネントが
入っているフォルダに「Run Component Procedures」アクセス権を持つユーザーグ
ループに属している必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを実
行するホストセットに「Allow on Host Set」アクセス権を持っている必要がありま
す。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」ドメインの下で、
「Manage」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「default: startCompletedDomain」の
隣にある「Run」アクションをクリックします。

始める前に
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4. 「Current Installations」の下で、起動するドメインが構成されているインストー
ルを選択します。

5. 「Run Plan (Includes Preflight)」をクリックします。

� 完全なドメインを停止する
完全なドメインを停止すると、特定のドメインについて、動作しているすべてのクラ
スタと、動作しているすべての管理サーバーインスタンスが停止します。

Application Serverドメインを停止するには、ユーザーは、当該コンポーネントが
入っているフォルダに「Run Component Procedures」アクセス権を持つユーザーグ
ループに属している必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを実
行するホストセットに「Allow on Host Set」アクセス権を持っている必要がありま
す。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」ドメインの下で、
「Manage」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「default: stopCompletedDomain」の
隣にある「Run」アクションをクリックします。

4. 「Current Installations」の下で、停止するドメインが動作しているインストール
を選択します。

5. 「Run Plan (Includes Preflight)」をクリックします。

� Domain Administration Serverを起動する
Domain Administration Serverを起動するには、ユーザーは、当該コンポーネントが
入っているフォルダに「Run Component Procedures」アクセス権を持つユーザーグ
ループに属している必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを実
行するホストセットに「Allow on Host Set」アクセス権を持っている必要がありま
す。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」ドメインの下で、
「Manage」をクリックします。

始める前に
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3. 「Component Procedures」の下で、「default: startDomainServer」の隣
にある「Run」アクションをクリックします。

4. 「Current Installations」の下で、起動するドメインが構成されているインストー
ルを選択します。

5. 「Run Plan (Includes Preflight)」をクリックします。

� Domain Administration Serverを停止する
Domain Administration Serverを停止するには、ユーザーは、当該コンポーネントが
入っているフォルダに「Run Component Procedures」アクセス権を持つユーザーグ
ループに属している必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを実
行するホストセットに「Allow on Host Set」アクセス権を持っている必要がありま
す。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」ドメインの下で、
「Manage」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「default: stopDomainServer」の隣に
ある「Run」アクションをクリックします。

4. 「Current Installations」の下で、起動するドメインが構成されているインストー
ルを選択します。

5. 「Run Plan (Includes Preflight)」をクリックします。

� Domain Administration Serverが動作していることを確認
する
Domain Administration Serverは、特定のインストールで動作していることを確認で
きます。

Domain Administration Serverが動作していることを確認するには、ユーザーは、当
該コンポーネントが入っているフォルダに「Run Component Procedures」アクセス
権を持つユーザーグループに属している必要があります。さらに、ユーザーは、当該
コンポーネントを実行するホストセットに「Allow on Host Set」アクセス権を持って
いる必要があります。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

始める前に
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2. 「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」ドメインの下で、
「Manage」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「default:
verifyDomainServerIsRunning」の隣にある「Run」アクションをクリックし
ます。

4. 「Current Installations」の下で、確認する Domain Administration Serverが構
成されているインストールを選択します。

5. 「Run Plan (Includes Preflight)」をクリックします。

Sun Java Enterprise System Application Serverク
ラスタの管理

� Sun Java Enterprise System Application Serverクラスタを
削除する
クラスタを削除すると、そのクラスタに関連するすべてのクラスタメンバーも削除さ
れます。

クラスタを削除するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入っているフォルダ
に「Run Component Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに属している
必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを配備するホストセット
に「Allow on Host Set」アクセス権を持っている必要があります。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」クラスタの下で、
「Manage」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「default: uninstall」の隣にあ
る「Run」アクションをクリックします。

4. 「Current Installations」の下で、削除するクラスタが動作しているインストール
を選択します。

5. 「Run Plan (Includes Preflight)」をクリックします。

始める前に

手順

第 4章 • Sun Java Enterprise System Application Serverプラグインの使用法 37



� Sun Java Enterprise System Application Serverクラスタを
起動する
クラスタを起動するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入っているフォルダ
に「Run Component Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに属している
必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを配備するホストセット
に「Allow on Host Set」アクセス権を持っている必要があります。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」クラスタの下で、
「Manage」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「start」の隣にある「Run」アクションを
クリックします。

4. 「Current Installations」の下で、起動するクラスタが構成されているインストー
ルを選択します。

5. 「Run Plan (Includes Preflight)」をクリックします。

� Sun Java Enterprise System Application Serverクラスタを
停止する
クラスタを停止するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入っているフォルダ
に「Run Component Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに属している
必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを配備するホストセット
に「Allow on Host Set」アクセス権を持っている必要があります。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」クラスタの下で、
「Manage」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「stop」の隣にある「Run」アクションをク
リックします。

4. 「Current Installations」の下で、停止するクラスタが構成されているインストー
ルを選択します。

5. 「Run Plan (Includes Preflight)」をクリックします。

始める前に

手順

始める前に

手順

38 N1 Grid Service Provisioning Systemユーザーズガイドおよびリリースノート (Sun Java System App Server Plug-In
1.0) • 2005年 6月



� Sun Java Enterprise System Application Serverクラスタが
動作していることを確認する
クラスタが動作していることを確認するには、ユーザーは、当該コンポーネントが
入っているフォルダに「Run Component Procedures」アクセス権を持つユーザーグ
ループに属している必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを配
備するホストセットに「Allow on Host Set」アクセス権を持っている必要がありま
す。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1」クラスタの下で、
「Manage」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「verifyClusterRunning」の隣にあ
る「Run」アクションをクリックします。

4. 「Current Installations」の下で、確認するクラスタが構成されているインストー
ルを選択します。

5. 「Run Plan (Includes Preflight)」をクリックします。

Sun Java Enterprise System Application Serverイ
ンスタンスの管理

� Sun Java Enterprise System Application Serverインスタン
スを削除する
サーバーインスタンスを削除するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入ってい
るフォルダに「Run Component Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに
属している必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを配備するホ
ストセットに「Allow on Host Set」アクセス権を持っている必要があります。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1 Managed Server Instances」
の下で、「Manage」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「default: uninstall」の隣にあ
る「Run」アクションをクリックします。
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4. 「Current Installations」の下で、削除するサーバーインスタンスが構成されてい
るインストールを選択します。

5. 「Run Plan (Includes Preflight)」をクリックします。

� Sun Java Enterprise System Application Serverインスタン
スを起動する
サーバーインスタンスを起動するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入ってい
るフォルダに「Run Component Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに
属している必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを配備するホ
ストセットに「Allow on Host Set」アクセス権を持っている必要があります。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1 Managed Server Instances」
の下で、「Manage」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「start」の隣にある「Run」アクションを
クリックします。

4. 「Current Installations」の下で、起動するサーバーインスタンスが構成されてい
るインストールを選択します。

5. 「Run Plan (Includes Preflight)」をクリックします。

� Sun Java Enterprise System Application Serverインスタン
スを停止する
サーバーインスタンスを停止するには、ユーザーは、当該コンポーネントが入ってい
るフォルダに「Run Component Procedures」アクセス権を持つユーザーグループに
属している必要があります。さらに、ユーザーは、当該コンポーネントを配備するホ
ストセットに「Allow on Host Set」アクセス権を持っている必要があります。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1 Managed Server Instances」
の下で、「Manage」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「stop」の隣にある「Run」アクションをク
リックします。
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4. 「Current Installations」の下で、停止するサーバーインスタンスが構成されてい
るインストールを選択します。

5. 「Run Plan (Includes Preflight)」をクリックします。

� Sun Java Enterprise System Application Serverインスタン
スが動作していることを確認する
サーバーインスタンスが動作していることを確認するには、ユーザーは、当該コン
ポーネントが入っているフォルダに「Run Component Procedures」アクセス権を持
つユーザーグループに属している必要があります。さらに、ユーザーは、当該コン
ポーネントを配備するホストセットに「Allow on Host Set」アクセス権を持っている
必要があります。

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS 8.1 AppServer infrastructure→SJSAS 8.1 Managed Server Instances」
の下で、「Manage」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「verifyClusterRunning」の隣にあ
る「Run」アクションをクリックします。

4. 「Current Installations」の下で、確認するサーバーインスタンスが構成されてい
るインストールを選択します。

5. 「Run Plan (Includes Preflight)」をクリックします。

Sun Java Enterprise System Application
Serverアプリケーションの取得とインス
トール
この節では、Sun Java Enterprise System Application Serverアプリケーションを管理
する方法について説明します。

始める前に
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� Sun Java Enterprise System Application Server
Enterprise Applicationを取得する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS Application Tasks→Enterprise Applications (EARs)」の下で、
「Create New」をクリックします。

3. このコンポーネントのコンポーネントディレクトリを入力します。
com/sun/sjsas81ネームスペースは有効ではありません。

4. このコンポーネントのラベルを入力します。

5. このコンポーネントの説明を入力します。

6. EARファイルを格納するホストを入力します。

リストからホストを選択するには、「Select From List」をクリックします。

7. EARの場所を見つけます。

a. EARへのパスが判明している場合は、「com.sun.sjsas81#EntappCT
path」に入力します。

b. 選択したホストをブラウズするには、そのディレクトリを選択して、「Open
Highlighted Item」をクリックします。

8. EAR を選択して、「Open Highlighted Item」をクリックします。

9. 「Check In Selected Item」をクリックします。

10.チェックインページの情報を確認して、「Continue to Check-in」をクリック
します。

� Sun Java Enterprise System Application Server
Enterprise Applicationをインストールする

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS Application Tasks→Enterprise Applications (EARs)」の下で、「View
All」をクリックします。

3. インストールする EARの名前をクリックします。
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4. 「Component Procedures」の下で、「default: install」の隣にある「Run」
アクションをクリックします。

5. 「Plan Parameters」領域で、インストールする EARの変数設定を選択します。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設
定を選択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリック
します。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。

� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、Installコンポーネントの変数のうち、更新する可能性が
高い変数を示します。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

installIdentifier EARを Installコンポーネントに関連付ける
一意の ID。

domainName 当該 EARをインストールするドメイン名。

targetName EARを配備するクラスタまたはサーバーインス
タンスの名前。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をク
リックします。

変数セットをインポートする方法についての詳細は、『N1 Grid Service
Provisioning System 5.0 Operation and Provisioning Guide』の「How to
Run a Plan」を参照してください。

6. ターゲットホストを選択します。

7. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

8. インストールする前に詳細なチェック (preflight)を実行する場合は、「Perform
Detailed Preflight」を選択します。

9. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� Sun Java Enterprise System Application Server
Enterprise Applicationをアンインストールする

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。
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2. 「SJSAS Application Tasks→Enterprise Applications (EARs)」の下で、「View
All」をクリックします。

3. アンインストールする EARの名前をクリックします。

4. 「Component Procedures」の下で、「default: uninstall」の隣にあ
る「Run」アクションをクリックします。

5. EARを削除するインストールを選択します。

6. 「Run Selected Installations」をクリックします。

7. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� Sun Java Enterprise System Application Server
Web Applicationを取得する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS Application Tasks→Web Applications (WARs)」の下で、「Create
New」をクリックします。

3. このコンポーネントのコンポーネントディレクトリを入力します。
com/sun/sjsas81ネームスペースは有効ではありません。

4. このコンポーネントのラベルを入力します。

5. このコンポーネントの説明を入力します。

6. WARファイルを格納するホストを入力します。

リストからホストを選択するには、「Select From List」をクリックします。

7. WARの場所を見つけます。

a. WARへのパスが判明している場合は、「ccom.sun.sjsas81#WebappCT
path」に入力します。

b. 選択したホストをブラウズするには、そのディレクトリを選択して、「Open
Highlighted Item」をクリックします。

8. WAR を選択して、「Open Highlighted Item」をクリックします。

9. 「Check In Selected Item」をクリックします。

10.チェックインページの情報を確認して、「Continue to Check-in」をクリック
します。
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� Sun Java Enterprise System Application Server
Web Applicationをインストールする

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS Application Tasks→Web Applications (WARs)」の下で、「View
All」をクリックします。

3. インストールするWARの名前をクリックします。

4. 「Component Procedures」の下で、「default: install」の隣にある「Run」
アクションをクリックします。

5. 「Plan Parameters」領域で、インストールするWARの変数設定を選択します。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設
定を選択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリック
します。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。

� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、Installコンポーネントの変数のうち、更新する可能性が
高い変数を示します。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

installIdentifier WARを Installコンポーネントに関連付ける
一意の ID。

domainName 当該WARをインストールするドメイン名。

targetName WARを配備するクラスタまたはサーバーインス
タンスの名前。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をク
リックします。

変数セットをインポートする方法についての詳細は、『N1 Grid Service
Provisioning System 5.0 Operation and Provisioning Guide』の「How to
Run a Plan」を参照してください。

6. ターゲットホストを選択します。

7. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

8. 「Plan Variables」の下で、Webアプリケーションのコンテキストルートを設定し
ます。
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9. インストールする前に詳細なチェック (preflight)を実行する場合は、「Perform
Detailed Preflight」を選択します。

10.「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� Sun Java Enterprise System Application Server
Web Applicationをアンインストールする

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS Application Tasks→Web Applications (WARs)」の下で、「View
All」をクリックします。

3. アンインストールするWARの名前をクリックします。

4. 「Component Procedures」の下で、「default: uninstall」の隣にあ
る「Run」アクションをクリックします。

5. WARを削除するインストールを選択します。

6. 「Run Selected Installations」をクリックします。

7. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

Sun Java Enterprise System Application
Serverリソースの管理
この節では、次に示す Sun Java Enterprise System Application Serverリソース (JMS
リソース、JDBCリソース、スレッドプール)を管理する方法について説明します。
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Java Messaging Service (JMS)リソースの管理

� JMSリソースをホストにインストールする

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JMS Resource」の下で、「Manage
JMS Resources」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「default: install」の隣にある「Run」
アクションをクリックします。

4. 「Plan Parameters」領域で、インストールする JMS Resourceの変数設定を選択
します。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設
定を選択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリック
します。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。

� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、Installコンポーネントの変数のうち、更新する可能性が
高い変数を示します。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

installIdentifier JMS Resourceを Installコンポーネントに関
連付ける一意の ID。

domainName 当該 JMS Resouceを格納するドメイン名。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をク
リックします。

変数セットをインポートする方法についての詳細は、『N1 Grid Service
Provisioning System 5.0 Operation and Provisioning Guide』の「How to
Run a Plan」を参照してください。

5. ターゲットホストを選択します。

6. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

7. インストールする前に詳細なチェック (preflight)を実行する場合は、「Perform
Detailed Preflight」を選択します。

8. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。
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� JMSリソースを作成する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JMS Resource」の下で、「Manage
JMS Resources」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「createJMSResource」の隣にあ
る「Run」アクションをクリックします。

4. JMSリソースを作成するインストールを選択します。

5. 「Plan Variables」の下で、

a. リソースタイプを選択します。リソースタイプは次の 1つです。

� Topic
� Queue
� ConnectionFactory
� TopicConnectionFactory
� QueueConnectionFactory

b. リソースの JNDI名を入力します。

c. リソースを作成するターゲットクラスタまたはサーバーの名前を入力します。

d. (任意)リソースの説明を入力します。

e. JMSプロパティをコロン (:)で区切って入力します。

有効なプロパティ名は次のとおりです。

� ClientId
� AddressList
� MessageServiceAddressList
� UserName
� Password
� ReconnectEnabled
� ReconnectAttempts
� ReconnectInterval
� AddressListBehavior
� AddressListIterations

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。
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� JMSリソースを削除する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JMS Resource」の下で、「Manage
JMS Resources」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「deleteJMSResource」の隣にあ
る「Run」アクションをクリックします。

4. JMSリソースを削除するインストールを選択します。

5. 「Plan Variables」の下で、

a. 削除するリソースの JNDI名を入力します。

b. 削除するリソースのターゲット名を入力します。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

Java Database Connectivity (JDBC)リソースの管理

� JDBCリソースをホストにインストールする

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JDBC Resource」の下で、「Manage
JDBC Resources」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「default: install」の隣にある「Run」
アクションをクリックします。

4. 「Plan Parameters」領域で、インストールする JDBC Resourceの変数設定を選択
します。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設
定を選択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリック
します。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。

� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。
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次のリストに、Installコンポーネントの変数のうち、更新する可能性が
高い変数を示します。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

installIdentifier JDBC Resourceを Installコンポーネントに関
連付ける一意の ID。

domainName 当該 JDBC Resouceを格納するドメイン名。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をク
リックします。

変数セットをインポートする方法についての詳細は、『N1 Grid Service
Provisioning System 5.0 Operation and Provisioning Guide』の「How to
Run a Plan」を参照してください。

5. ターゲットホストを選択します。

6. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

7. インストールする前に詳細なチェック (preflight)を実行する場合は、「Perform
Detailed Preflight」を選択します。

8. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� JDBCリソースを作成する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JDBC Resource」の下で、「Manage
JDBC Resources」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「createJDBCResource」の隣にあ
る「Run」アクションをクリックします。

4. JDBCリソースを作成するインストールを選択します。

5. 「Plan Variables」の下で、

a. 「Connection Pool」の名前を設定します。

b. リソースの JNDI名を入力します。

c. リソースを作成するターゲットクラスタまたはサーバーの名前を入力します。

d. (任意)リソースの説明を入力します。

e. JDBCプロパティーをコロン (:)で区切って入力します。
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6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� JDBCリソースを削除する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JDBC Resource」の下で、「Manage
JDBC Resources」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「deleteJDBCResource」の隣にあ
る「Run」アクションをクリックします。

4. JDBCリソースを削除するインストールを選択します。

5. 「Plan Variables」の下で、

a. 削除するリソースの JNDI名を入力します。

b. 削除するリソースのターゲットクラスタまたはサーバーインスタンスの名前を
入力します。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� JDBCリソースを一覧表示する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JDBC Resource」の下で、「Manage
JDBC Resources」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「listJDBCResources」の隣にあ
る「Run」アクションをクリックします。

4. JDBCリソースを一覧表示するインストールを選択します。

5. 「Plan Variables」の下で、削除するリソースのターゲットクラスタまたはサー
バーインスタンスの名前を入力します。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。
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� JDBC接続プールを作成する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JDBC Resource」の下で、「Manage
JDBC Resources」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「createJDBCConnectionPool」の隣に
ある「Run」アクションをクリックします。

4. 接続プールを作成するインストールを選択します。

5. 「Plan Variables」の下で、

a. 「Connection Pool」の名前を設定します。

b. (任意)接続プールの説明を入力します。

c. 接続プールの JDBCデータソースリソースマネージャーを入力します。

d. データソースクラス実装のインタフェースを入力します。

有効なエントリは次のとおりです。

� DataSource
� ConnectionPoolDataSource
� XADataSource

e. プールが作成する接続の最小数を入力します。

f. プールが保守する接続の最大数を入力します。

g. タイムアウトタイマーが満了したときに削除する接続の数を入力します。

h. プール内で接続がアイドル状態になることができる最大時間 (秒)を入力しま
す。

i. 接続プールのトランザクション遮断レベルを入力します。

有効なエントリは次のとおりです。

� read-uncommitted
� read-committed
� repeatable-read
� serializable

エントリが空白の場合、JDBCドライバのデフォルトの遮断レベルが使用され
ます。

j. 接続をアプリケーションに割り当てる前に、その接続を検証するかどうかを指
定します。有効なエントリは trueまたは falseです。
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k. JDBCドライバの属性名と値のペアを入力します。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� JDBC接続プールを削除する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JDBC Resource」の下で、「Manage
JDBC Resources」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「deleteJDBCConnectionPool」の隣に
ある「Run」アクションをクリックします。

4. JDBCリソースを削除するインストールを選択します。

5. 「Plan Variables」の下で、

a. 削除する接続プールの名前を入力します。

b. 接続プールに関連するすべてのコネクタリソースも削除するかどうかを指定し
ます。有効なエントリは trueまたは falseです。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� JDBC接続プールを一覧表示する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 JDBC Resource」の下で、「Manage
JDBC Resources」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「listJDBCConnectionPools」の隣にあ
る「Run」アクションをクリックします。

4. JDBCリソースを一覧表示するインストールを選択します。

5. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。
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スレッドプールリソースの管理

� スレッドプールリソースをホストにインストールする

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 Threadpool Resource」の下で、
「Manage Threadpool Resources」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「default: install」の隣にある「Run」
アクションをクリックします。

4. 「Plan Parameters」領域で、インストールする Thread Pool Resourceの変数設定
を選択します。

� 当該コンポーネントの変数設定が確立されている場合、メニューから適切な設
定を選択します。

� メニューから設定を選択できない場合は、「Select From List」をクリック
します。

「Select Variable Settings From List」ウィンドウが表示されます。

� 新しい変数設定セットを作成するには、「Create Set」を選択します。

次のリストに、Installコンポーネントの変数のうち、更新する可能性が
高い変数を示します。

変数セット名 必須。新たに作成する変数セットの名前。

installIdentifier スレッドプールリソースを Installコンポーネ
ントに関連付ける一意の ID。

domainName 当該スレッドプールリソースを格納するドメイン
名。

� ほかのコンポーネントの変数セットを使用するには、「Import Set」をク
リックします。

変数セットをインポートする方法についての詳細は、『N1 Grid Service
Provisioning System 5.0 Operation and Provisioning Guide』の「How to
Run a Plan」を参照してください。

5. ターゲットホストを選択します。

6. 「Target Host Set」チェックボックスを選択解除します。

7. インストールする前に詳細なチェック (preflight)を実行する場合は、「Perform
Detailed Preflight」を選択します。
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8. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� スレッドプールリソースを作成する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 Threadpool Resource」の下で、
「Manage Threadpool Resources」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「createThreadpool」の隣にあ
る「Run」アクションをクリックします。

4. 接続プールを作成するインストールを選択します。

5. 「Plan Variables」の下で、

a. スレッドプール IDを入力します。

b. 要求を処理するスレッドプール内のスレッドの最大数を入力します。

c. 要求を処理するスレッドプール内のスレッドの最小数を入力します。

d. タイムアウト値 (秒)を入力します。このあと、アイドルスレッドはプールに戻
ります。

e. スレッドプールが処理する作業用待ち行列の合計数を入力します。

f. スレッドプールを作成するクラスタまたはサービスインスタンスの名前を入力
します。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� スレッドプールリソースを削除する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 Threadpool Resource」の下で、
「Manage Threadpool Resources」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「deleteThreadpool」の隣にあ
る「Run」アクションをクリックします。

4. スレッドプールを削除するインストールを選択します。

手順
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5. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

� ターゲット上のスレッドプールを一覧表示する

1. ブラウザインタフェースの「Common Tasks」セクションで、「Sun Java System
AS 8」をクリックします。

2. 「SJSAS AppServer Resources→SJSAS 8.1 Threadpool Resource」の下で、
「Manage Threadpool Resources」をクリックします。

3. 「Component Procedures」の下で、「listThreadpools」の隣にある「Run」
アクションをクリックします。

4. スレッドプールを一覧表示するインストールを選択します。

5. 「Plan Variables」の下で、スレッドプールを一覧表示するターゲットクラスタま
たはサーバーインスタンスの名前を入力します。

6. 「Run Plan (includes preflight)」をクリックします。

障害追跡
この節では、Sun Java Enterprise System Application Serverプラグインの使用中に発
生する可能性がある一般的な問題について説明します。

タスクの実行時にエラーが発生した場合
タスクの実行時にエラーが発生した場合、次のような一般的な間違いをしていないこ
とを再度確認してください。

変数名を確認する
プランが使用する変数セットを作成している場合、間違った変数値を入力しているこ
とがよくあります。たとえば、ドメイン名の代わりにクラスタ名を間違って入力して
いるなどです。

手順
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ポートが利用できない
変数セットでポート範囲を入力している場合、そのポートがターゲットホストまたは
ホストセットで利用できることを確認します。

アプリケーションのインストール時のコンポーネント
ディレクトリネームスペースの問題
ユーザー独自のアプリケーションを使用する場合、com.sun.sjsas81ネームスペー
スは無効です。アプリケーションのコンポーネントディレクトリを入力するとき、デ
フォルトでは com.sun.sjsas81が選択されているため、必ず、ネームスペースを
変更してください。

インストール時の問題
プラグインコンポーネントをインストールしようとしたときにエラーが発生した場
合、sourceImage変数が指すディレクトリに Sun Java Enterprise System
Application Serverの有効なインストールイメージが格納されていることを確認して
ください。
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